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外来生物飼養等情報データベースシステム運用費

事業イメージ

請負事業

平成17年に施行された外来生物法に基づき、環境省は、特定外来生物の

飼養等に係る許認可や譲渡個体の追跡、個体識別情報の管理等を行って

いる。これらの膨大な情報を適切に処理するため、平成17年から外来生

物飼養等情報データベースシステム（外来DBS）の運用を開始し、本事

業において下記の業務を行う。令和3年度は大規模更改を実施する。

○外来DBSの運用・保守（各年）

○外来生物に係る最新の状況を踏まえた新システムの設計・開発（R3）

・特定外来生物の指定数の増加への対応

・外来生物をとりまく状況の変化への対応

・政府情報システムをとりまく状況の変化への対応

① 外来生物法に基づく許認可業務を適切かつ効率的に執行する。

② 個体識別情報等、外来生物に係る情報を蓄積し、外来生物による被害防止や効率的な防除を推進する。

③ 更改に併せ、最新の状況を踏まえた新システムの設計・開発を実施する。（令和３年度）

外来生物に係る許認可や個体識別の情報を管理し、外来生物法に基づく業務を適切かつ効率的に運用します。

【令和３年度要求額 333百万円（50百万円）】

民間事業者・団体

平成17年度～令和５年度（予定）

環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室 電話：03-5521-8344

■請負先
許認可の適切な執行

被害防止
効率的な防除

外来生物をと
りまく状況の

変化

特定外来生物
の増加

新システムの
設計・開発

外来DBS

個体情報

防除情報

許可情報

外来生物法・外来種対策

• 新たな外来生物
への対応

• 飼養数の多い外
来生物への対応

• 電子化・自動化
の大幅な推進


